












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１．引用中の註２は Weber, Max“Der Sinn der Wertfreiheit der soziologischen und 
ȍkonomischen Wissenshaft”Gesamelt Aufsätz zur Wissenshaftslehre, S. 493.
２．ここにおける「写体」「本体」ということは、田中（1986）７頁以下において述べ
られている、オグデンおよびリチャーズの「記号」と「指示対象」に当たるものであろ
う。田中の説明によると、この「指示対象」は、観念であれ事物であれ、思考が指し示
すところのものである。これが言語外事実である。
いわゆる素朴実在論、写像論というような考え方をとっていない。
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